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建設業に関わって20年になりますが、ここ数年で現場環境が変わってきまし
た。特にICT建機での施工が多くなり、現場では地上型レーザースキャナーで改
良土量を正確に把握し出来形の管理が可能となり、スタビライザーでGNSSを
使用して、混合状況を速やかに確認できたり、施工性も向上しています。

今後もICTを活かした施工で災害に強いまちづくりに貢献していきたいと思い
ます。

建設業は、自然災害の復旧、ライフラインの整備など生活には欠かせない
業種です。暑い日、寒い日、雨など天候の影響を受けやすいですが、無事に
工期内に工事が完成した時の達成感が半端ないです。一度この達成感を体験
してはいかがでしょうか。

休日は、息子と一緒にルアーフィッシングを楽しん

でいます。釣った魚は、焼いたりフライにしたりして

近所の家族誘って楽しく食べてます。「命に感謝」
改良土量の３次元データ

による出来型管理
スタビライザーによる

築堤材の改良

地上型レーザー

スキャナーによる計測

現場では ICT施工
を積極的に取り入
れています！

自分で釣ったヤマ
メの炭火焼きは、
味も絶品ですよ！
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